
令和３年度ポリファーマシー研修会 参加者及びアンケート結果まとめ 

資料２ 

１ 参加者について（265 名）   

 参加者 構成割合 申込者 出席率 

医師 27 10.2% 37 73% 

薬剤師 228 86.0% 274 83% 

看護師 5 1.9% 6 83% 

介護福祉士 1 0.4% 1 100% 

事務員 1 0.4% 2 50% 

生活相談員 2 0.8% 2 50% 

介護支援専門員 1 0.4% 1 100% 

 265 100.0% 323 82% 

 

２ アンケート結果について ( アンケート回収率：81.9% （回答者数：217 名） ) 

  

  質問１ 職種（勤務先）について(n=217)   

 人数 割合 

医師（病院） 7 3.2% 

医師（診療所） 12 5.5% 

医師（老健施設長） 1 0.5% 

薬剤師（薬局） 163 75.1% 

薬剤師（病院） 27 12.4% 

薬剤師（フリー） 1 0.5% 

看護師 3 1.4% 

生活相談員 1 0.5% 

居宅介護支援事業所 1 0.5% 

大学・研究機関 1 0.5% 

 

 質問２ 講演１「症例から考えるポリファーマシー」について(n=217)   

 

 

  



 とても参考になった 参考になった 参考にならなかった 

医師（病院） 28.6% 71.4% 0.0% 

医師（診療所） 33.3% 41.7% 25.0% 

医師（老健施設長） 0.0% 100.0% 0.0% 

薬剤師（薬局） 63.0% 37.0% 0.0% 

薬剤師（病院） 75.5% 24.5% 0.0% 

薬剤師（フリー） 100.0% 0.0% 0.0% 

看護師 66.7% 33.3% 0.0% 

生活相談員 0.0% 100.0% 0.0% 

居宅介護支援事業所 100.0% 0.0% 0.0% 

大学・研究機関 100.0% 0.0% 0.0% 

 

質問３ 講演２「薬剤師の視点と他職種連携」について(n=217)   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 とても参考になった 参考になった 参考にならなかった 

医師（病院） 28.6% 71.4% 0.0% 

医師（診療所） 16.7% 58.3% 25.0% 

医師（老健施設長） 0.0% 100.0% 0.0% 

薬剤師（薬局） 51.9% 48.1% 0.0% 

薬剤師（病院） 68.1% 31.9% 0.0% 

薬剤師（フリー） 100.0% 0.0% 0.0% 

看護師 66.7% 33.3% 0.0% 

生活相談員 0.0% 100.0% 0.0% 

居宅介護支援事業所 100.0% 0.0% 0.0% 

大学・研究機関 100.0% 0.0% 0.0% 



質問４ 今後、ポリファーマシー研修会で聴講してみたい講師・内容について  

【テーマ】 

・ 具体例や症例、不適切処方の原因など(医師、薬剤師の立場から)【11】 

・ 精神科や整形外科など、特定診療科のポリファーマシー【3】 

・ 嚥下障害や肝機能とポリファーマシーの関係【2】 

・ トレーシングレポートの使い方、活用方法【2】 

・ 在宅医療【2】 

【講師】 

・ 神村先生、川添先生、青島先生 

・ 医師のお話を聞きたい。 

 

質問５ 職場でのポリファーマシーに関する取組状況(n=217、複数回答可)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問６ ポリファーマシーの取組促進に特に必要だと思うこと(n=217)  

 

 

 

 

 

  



来年度に向けて  

〇 開催方法について 

 ・ 今年度は完全 WEB（Live 配信）方式で実施したところ、参加者数は昨年度とほぼ同数

であり、オンライン研修会へ参加する環境はある程度整っている状況と思われる。また、

音声、映像の不具合に関する情報も寄せられていない。 

 ・ 研修会当日の質疑応答は挙手による発言（音声）による質問とテキストメッセージに

よる質問の両方を受け付けたが、質問件数は少なく、運営側と参加者側双方の要因が考

えられる。 

 ・ 活発な意見交換を図るため、可能な限り実開催とするほうがよい。 

 

〇 テーマ及び講師について 

 ・ 薬局薬剤師からは具体的な事例を取り上げてほしいという要望が多く、医師や病院薬

剤師からは特定診療科や嚥下障害、肝機能とポリファーマシーの関係など、特定領域に

おける知識を深める内容を要望する声が散見された。 

 ・ ポリファーマシーに関するより深い知識の学習機会は日本老年薬学会の動画コンテ

ンツやワークショップなどで提供されているため、本研修会では、ポリファーマシーに

関する基礎的、代表的な内容を学習できる機会を提供し、興味、関心をもってもらうよ

うなテーマがよい。 

 ・ 講演の内容においては、上記を踏まえつつ、典型的な処方カスケードや多用されてい

るＰＩＭｓを例にとり、起こりうる有害事象や処方適正化の具体的なアプローチ方法、

判断に資するエビデンスなどを組み込むことも検討したい。 

 

〇 参加者について 

 ・ 昨年度に引き続き県医師会と連携した研修会（後援、単位取得研修）としたことで、

27 名の医師の参加があった。来年度も引き続き、県医師会と連携して開催すると良い

と考える。 

 ・ 福岡県老人福祉施設協議会にも周知を依頼したところ、生活支援相談員や介護支援専

門員、老健医師、施設看護師などの参加も少ないながらあった。テーマに応じて周知を

するとよい。 

 ・ 昨年度に引き続き土曜日午後（14時 30 分）からの開催であり、参加しやすい日程で

あったと思われる。 

 



第 

１ 

部 

 

３ 令和 年度 

研修会 
ポリファーマシー対応～症例を通して考える～ 

11月27日（土） 

14:35～15:30 

日 時 

配 信 Zoomによるオンラインウェビナー 

Live配信ウェビナー 

14:30～16:30 

 参 加 

無 料 

2021年 

「症例から考えるポリファーマシー」 

講師 北 和也 氏 

第 
２ 

部 

15:30～16:25 

「薬剤師の視点と他職種連携」 

講師 佐野 敦彦 氏 

（医療法人やわらぎ会やわらぎクリニック院長） 

（田辺薬局株式会社キャリア支援室・昭和大学薬学部 客員講師） 

【申込方法】参加希望者様ごとに申込フォームからお申込みください。 

URL https://www.shinsei.elg-front.jp/fukuoka/uketsuke/form.do?acs=PolyPharmacyR3 

福岡県保健医療介護部薬務課・公益社団法人福岡県薬剤師会 

申 込 

共 催 公益社団法人福岡県医師会 後 援 

【申込フォーム】 

【受付期間】2021年10月18日(月)～11月21日(日) 

単 位 公益財団法人日本薬剤師研修センター 研修単位取得可能（１単位） 

公益社団法人日本医師会 生涯教育制度単位取得可能(ｶﾘｷｭﾗﾑｺｰﾄﾞ：10(0.5単位)、12(0.5単位)) 

ポリファーマシー研修会 

1000817
タイプライタ
資料２参考（研修会チラシ）



資料２参考（アンケート項目）


